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介護従事者の処遇状況について（月給・常勤の者）2021年度版

結果の概要

本記事は、2020年11月10日に公開した「介護従事者の処遇状況について（月給・常勤の者）」と

いう記事に最新の情報と新たな図表を加えたものである。

介護従事者（介護職員処遇改善加算（Ⅰ）～（Ⅴ）の届出をしている事業所における月給・常勤の

者）の平均給与額の増加傾向は、昨年度記事時点から変わらず続いていることがわかった。

また、そのなかでも特に、介護職員および生活相談員・支援相談員の平均給与額の増加率が著

しく高くなっていた。

調査概要

● 調査名：介護従事者の処遇状況について（月給・常勤の者）2021年度版
● 出典：厚生労働省「介護従事者処遇状況等調査」（平成27年～令和2年）

調査詳細

1. 介護職員処遇改善加算（Ⅰ）～（Ⅴ）の届出をおこなっている事業所では、平成27年9月から
令和2年2月にかけて、どの職種・資格においても、平均給与額は増加傾向にある。

2. 1.の推移につき、職種に着目して対前回調査増加率を見ると、「生活相談員・支援相談員」
「調理員」を除いて、W字を描くように推移していた。また、この期間において常に増加している職
種は存在しなかった。
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3. 2.のグラフにおいて介護職員に着目して保有資格別内訳を見ると、2.と同様にW字の傾向が
見られた。また同様に、この期間において常に増加しているカテゴリーは存在しなかった。このグ

ラフの特徴として、平成31年2月調査時点および令和2年2月調査時点での対前回調査増加率
において、「保有資格なし」以外のカテゴリーがほぼ同じ値をとっているという点を挙げられる。

4. 1.の推移を、職種に着目して平成27年9月時点を100%として変化の割合を見ると、「介護職
員」「生活相談員・支援相談員」の増加率が著しいことがわかる。
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5. 4.のグラフにおいて介護職員に着目して保有資格別内訳を見ると、「実務者研修」の増加率が
低いことがわかる。
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